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た。データ分析は IBM SPSS Statistics Ver.25および Amos Ver.24を使用して、記述統
計、多重比較、因子分析、重回帰分析を行った。研究実施にあたって、高知県立大学研究
倫理委員会の承認を得た。 












































析、看護師の 12 名への面接調査から研究の枠組みを導き、5 要素 55 項目で構成する内容
妥当性・信頼性の高い質問紙を開発し、全国 147 施設 780 名の看護師を対象にがん患者の
ACP への看護支援と影響要因を明らかにしている。分析過程においては、複数の統計の専
門家やがん看護学の研究者および実践家の助言を得て丁寧に結果を導いている。新たな知
見として、がん患者の ACPへの看護支援として、記述統計や多重比較から看護師は、患者
の価値観を理解しながら終末期に備えたケアを展開することや、療養場所の意思決定支援
の実施は高いが、早期からの終末期に備えた治療やケア、代理意思決定者の取り決め、継続
的な取り組みは十分行えていない。ACP支援の体制整備や書式の整備、ACPの知識、コミ
ュニケーション能力が十分でないと認識している看護師が多いことを明らかにした。また、
がん患者の ACP への看護支援の構成要素として【対話に基づく確かな情報共有】【患者の
今後の希望の探求】【終末期に備えた取り決め】【患者の意向の擁護】【患者の生き方の理解】
【ケアへの患者の価値観の反映】【継続的な取り組み】の７因子を明らかにできた。さらに
ACP の影響要因として、患者に繰り返し今後の治療やケアの意向を確認するのは当然であ
るという認識、がん看護経験年数、ACP研修受講回数、訪問看護事業所、医師の協力、AC
Pの体制整備が正の影響を与えている。外来、早期から終末期のことを話し合うことへの抵
抗感、ACP の知識不足・コミュニケーション能力不足という認識が負の影響を与えている
ことを明らかにした。審査の過程では、がん患者ならではの ACPの特徴等についての質疑
応答がなされ、今後の研究の発展に向けての助言を得た。本研究は、がん患者の ACP支援
モデルや教育プログラムを検討する際の基礎資料、看護師の ACP支援のシステム構築、が
ん患者に関わる看護師の実践を説明する理論を導く基礎的研究として貴重な成果を創成し
ていると評価できた。 
以上のことから、本審査委員会は、本研究は研究テーマの着眼点、独創性、研究へ着実な
取り組み、丁寧な分析過程、論理的な論証による考察、研究成果の有効性と実践への発展性、
がん看護学発展への学術的価値があると結論づけ、博士（看護学）の学位授与に値する研究
成果であることを認めた。 
 
 
